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るようになった。日本でも様々な国籍(188 ヵ国)の外国人居住者が 200 万人に迫る勢いで
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が 1、2 世から 3、4 世に代わってきたことを受け、「民族教育のこれからの課題は、『反日
ナショナリズム』や『被差別体験の裏返しとしての民族意識』という受け身の民族意識に
代わる何らかの民族的アイデンティティをどのように在日コリアンの新しい世代に育てて





在日韓国人の民族学校は日本では 4 校（東京と京都に各々１校、大阪に 2 校）あるが、































































日本で異文化間教育に係わる研究が開始されたのは、1981 年 1 月「異文化間教育学会」
という名の学会設立以降のことである。外国では「文化的相互教育」（intercultural 



















































































































京都国際学園の沿革については以下の年表のようである。1946 年 9 月 20 日、日京都朝
鮮人教育会創立さて、その後大きな変化はなかったが、2004 年 4 月から「京都韓国学園」
から「京都国際学園」改称し、「一条校」となった。 
 
1946 年 9 月 20 日京都朝鮮人教育会創立 
1947 年 5 月 13 日京都朝鮮中学開校（４学級 150 名） 
1947 年 9 月 8 日京都朝鮮中学 京都府知事認可を受ける 
1951 年 12 月 19 日財団法人東邦学院設立 校名 東邦学院中学に変更 
1958 年 4 月 4 日学校法人京都韓国学園設立 校名 京都韓国中学で京都府知事認可を受
ける（東邦学院を解散して京都韓国学園に移管） 
1963 年 4 月 16 日京都韓国中学 高等科併設開校（２学級 73 名） 
1984 年 8 月 12 日新校舎 竣工式挙行 
2003 年 12 月 12 日京都国際学園 京都府知事認可を受ける 
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中  級 高  級 
2 年 3 年 
教科 
1 年 2 年 3 年 1 年 
文系 理系 文系 理系 
国語・文法 5 5 6 4 4 4 4 4 
社会 2 2 2 2 2 2 2 2 
歴史・地理 2 2 2 4 5 2 5 4 
数学・理科 8 8 7 7 5 12 5 11 
日本語 4 4 4 4 4 4 3 3 
英語 4 4 4 4 4 4 4 4 
保健・体育 2 2 2 2 2 2 2 2 
音楽 1 1 1 1 1  1  
工作・美術 1 1 1      
家庭 1        
情報  1 1 2     
選択情報・美術     2  2  
選択英会話・日朝対訳     1  2  
授業週数 30 30 30 30 30 30 30 30 
注：1)2003 年京都朝鮮中高級学校資料に基づいて作成 
  2)土曜日は月 1 回休み、残りは補習授業、民族性、社会性を育むための課外活動にあてられてい
る。 
中学校教育課程比較表
 日本普通学校 京都韓国学園 京都国際学園 区 
分  1 年 2 年 3 年 1 年 2 年 3 年 1 年 2 年 3 年 
国語(日本語) 4 3 3 4 4 4 4 4 4 
社会 3 3 2.5 4 4 3 4 3 3 
数学 3 3 3 4 4 5 4 4 3 
理科 3 3 3 3 4 4 3 3 4 
音楽 1 1 1 2 1 1 2 1 1 
美術 1 1 1 2 1 1 2 1 1 
保健体育 2 2 2.5 2 3 3 2 3 3 
技術・家庭 2 2 1 2 1 1 2 2 1 
必修教科授業数
 
外国語 3 3 3 4 4 5 5 5 4 
道徳授業 1 1 1    1 1 1 
特別活動授業数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
選択教科等授業数 1 2 3     2 4 
総合学習授業数 3 3 3 1 1 1 3 3 3 
韓国語    3 3 3 3 3 3 
国社(地・暦)     1   1  
国民 
教科 
在日韓国人史    1   1   
授業週数 28 28 28 33 32 32 37 37 36 
注：1)日本普通学校は 1998 年版「中学校学習指導要領」資料による。京都韓国学園は 2003 年「教育計画」
資料により、京都国際学園は 2004 年「教育計画」資料により筆者が作成。 
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日本普通学校 京都韓国学園 京都国際学園 教科 
標準単位数 単位数 単位数 
国語(日本語) 18 14 16 
地理・歴史 18 8 8 
公民 6 5 2 
数学 18 16 11 
理科 30 12 8 
保健・体育 10 9 9 
芸術 24  
外国語 21 16 18 
家庭 10 2 1 
情報 6 2 7 
専門体育 6 
総合 6 6 
特活 1 1 1 
韓国語 9 9 
韓国地・歴 1 1 
国 民
教科 
在日韓国史 1 1 




  2)京都韓国学園の国語は「韓国語」である。 
















 教員の構成は主に一条校に認可された後の 4 年間（2004 年～2007 年）の変化を観察し

















年度 校長 校監 教師 派遣
教師
講師 事務員 職員 顧問 計 男 女 
2004 1 2 9(5) 2 8(5) 3(2) 4(2)  29(14) 15(7) 14(7) 
2005 1 2 11(6) 2 9(6) 3(2) 5(4)  33(18) 17(10) 16(8) 
2006 1 2 12(7) 2 10(6) 3(2) 5(4) 2(1) 37(20) 21(13) 16(7) 
2007 1 2 12(9) 2 12(8) 3(1) 5(3) 2(1) 39(22) 21(12) 18(10) 
 
(  )は韓国以外の国籍 
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中学校 34 15  49 9 58 
高等学校 48 15 2  65 11 76 
計 82 30 2 114 20 134 














Ａ、中学校卒業生の進学については 2006 年度を例にすると本校進学が 5 割、私立高校進

























































































































































家庭の割合は「京都朝鮮学校」の子女では 91%、「京都国際学園」の子女では 53%であった。 
 
【グループ面談で－第二言語について】 
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らないであろう。民団構成員約 45 万人をもってしてもこの 4 校を直営することは民団とい
う母体組織の運営を犠牲にしない限り可能でないと判断される（在日本大韓民国民団中央
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